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国の改革は地方から

東日本大震災発災から4年、
阪神淡路大震災から20年

　

今
年
３
月
11
日
で
、
東
日
本

大
震
災
の
発
災
か
ら
、
４
年
と

な
り
ま
す
。
そ
し
て
本
年
は
、

１
９
９
５
年
１
月
17
日
に
発
生

し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
、

「
20
年
」
と
い
う
節
目
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。

　

死
者
６
４
３
４
名
、
全
壊
家

屋
10
万
棟
以
上
、
全
焼
家
屋
は

７
千
棟
と
、
当
時
戦
後
最
大
の

地
震
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
戸
市
を
中
心
に
、
住
宅
が

倒
壊
し
、
延
焼
し
た
火
災
は
、

何
日
も
消
え
る
こ
と
な
く
燻
り

続
け
ま
し
た
。

　

こ
の
阪
神
淡
路
大
震
災
は
、

我
が
国
に
お
け
る
防
災
対
策
の

大
き
な
分
岐
点
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
を
契
機
と
し
て
、

自
衛
隊
の
自
主
派
遣
体
制
が
、

確
立
し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
、

消
防
や
警
察
が
、
応
援
に
入
り

ま
し
た
が
、
当
時
、
受
入
れ
態

勢
は
十
分
で
は
な
く
、そ
の
後
、

緊
急
消
防
援
助
隊
や
警
察
緊
急

援
助
隊
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
１
９
９
５
年
１
月
17
日
」、

20
年
前
の
早
朝
、
テ
レ
ビ
画
面

で
は
、
横
倒
し
と
な
っ
た
阪
神

高
速
道
路
が
大
映
し
に
な
り
、

倒
壊
し
た
街
の
そ
こ
か
し
こ
か

ら
、
煙
が
立
ち
上
る
光
景
が
中

継
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
の
新
聞
で
は
「
神
戸
市

東
部
か
ら
芦
屋
市
に
か
け
て
、

阪
神
高
速
道
路
が
、
約
５
０
０

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
横
倒
し

に
な
っ
て
い
る
写
真
」
が
一
面

を
飾
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
私
も
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
一
人
と
し
て
、
現
地

（
被
災
地
）
入
り
し
ま
し
た
。

　

必
要
物
資
が
圧
倒
的
に
不
足

す
る
状
況
を
目
に
し
、
調
べ
る

と
「
全
国
か
ら
届
く
物
資
」
も

大
阪
等
近
郊
で
止
ま
っ
て
い
る

状
況
で
し
た
。「
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
」
を
認
識
し
な
が
ら
、
適
切

な
配
給
手
法
も
認
識
さ
れ
ず
、

適
所
に
配
布
す
る
人
材
も
全
く

な
い
状
況
で
し
た
。

　

私
は
、
現
地
で
指
揮
を
執
る

友
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
添
っ
て

の
手
伝
い
を
夢
中
で
し
ま
し
た
。

　

一
度
厚
木
に
戻
り
、
４
か
月

後
、
ワ
ゴ
ン
車
に
物
資
を
積
み

現
地
入
り
し
ま
し
た
。
当
時
の

私
は
、
調
理
師
を
す
る
傍
ら
、

外
国
（
ア
フ
リ
カ
諸
国
や
タ
イ

王
国
）
に
物
資
を
送
る
活
動
を

し
て
い
た
為
、
他
民
間
Ｎ
Ｇ
Ｏ

団
体
の
協
力
も
頂
き
、
リ
ネ
ン

（
シ
ー
ツ
）
を
中
心
に
数
千
枚

被
災
地
へ
送
り
ま
し
た
。

　

地
元
警
察
の
承
認
を
頂
き
、

現
地
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
絡
・
連
携
を

取
り
つ
つ
、
物
資
輸
送
を
続
け

2012年3月17日　行政視察（宮古市・女川町）

2011年5月21日　震災被災地ボランティア

阪神淡路大震災（神戸市長田区）
被災から4か月後、二度目の現地入り

ま
し
た
。

　

私
の
手
も
と
に
は
、
崩
壊
し

た
建
物
を
写
し
た
数
枚
の
写
真

だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
の
「
想
い
と
経
験
」
を

忘
れ
ず
、
そ
の
後
、
地
方
政
治

を
目
指
す
に
至
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
２
０
０
４
年
12
月

26
日
、
28
万
人
以
上
の
犠
牲
者

を
出
し
た
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震

の
現
場
に
も
入
り
ま
し
た
。

　

当
時
私
は
、
調
理
師
の
仕
事

を
し
な
が
ら
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に

職
業
訓
練
学
校
を
設
立
・
運
営

す
る
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

友
人
の
国
務
大
臣
（
当
時
）

ワ
ジ
ラ
＝
ア
ベ
イ
ワ
ル
ダ
ナ
氏

と
共
に
被
災
地
を
廻
り
、
支
援

　

今
年
は
、「
戦
後
70
周
年
」
と

な
る
節
目
の
年
で
す
。

　

先
の
大
戦
で
は
、
神
奈
川
県

で
も
多
く
の
県
民
が
、
戦
争
の

犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

2014年8月27日　「神奈川の塔（沖縄）」建替え

戦
後
70
周
年

　

神
奈
川
県
や
厚
木
市
主
催
の

戦
没
者
追
悼
式
に
は
毎
年
参
列

し
、
戦
没
者
の
御
霊
に
追
悼
と

慰
霊
の
誠
を
捧
げ
て
い
ま
す
。

　

私
の
祖
父
は
、
小
鮎
地
区
の

下
古
沢
で
生
ま
れ
育
ち
、
戦
争

（
ト
ラ
ッ
ク
島
で
終
戦
）
を
経

験
し
た
帰
還
兵
で
し
た
。
日
本

軍
も
見
放
し
た
ほ
ど
激
し
い
戦

闘
が
繰
り
返
さ
れ
た
地
で
、
戦

異
郷
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
悲
惨
な
戦
争
の

惨
禍
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
次
世

代
に
し
っ
か
り
と
語
り
継
ぎ
、

世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
創
り

あ
げ
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
戦
争
を
体
験
し
た

方
が
高
齢
化
し
、
戦
争
を
語
る

方
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
議
会
で
も
我
が
団
の
代
表

質
問
で
黒
岩
祐
治
知
事
に
対
し
、

戦
後
70
周
年
の
節
目
に
あ
た
り

戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ

を
次
世
代
へ
継
承
す
る
施
策
の

実
現
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

　

黒
岩
知
事
か
ら
は
、「
戦
争

を
二
度
と
繰
り
返
し
て
は
い
け

な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い

く
の
は
私
た
ち
の
責
務
だ
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

争
を
戦
っ
た
祖
父

で
し
た
。
亡
く
な

る
ま
で
、
か
の
地

で
命
を
落
と
さ
れ

た
戦
友
の
事
を
思

い
続
け
ま
し
た
。

　

戦
没
者
の
多
く

は
、
苛
烈
を
極
め

た
戦
い
の
中
で
、

ひ
た
す
ら
祖
国
の

安
泰
と
繁
栄
を
願

い
、
最
愛
の
家
族

を
案
じ
な
が
ら
、

心
な
ら
ず
も
遠
い

等
を
精
力
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
震
災
や
津
波
被
害

の
現
場
で
の
活
動
経
験
が
政
治

を
志
す
原
点
で
あ
り
、
厚
木
市

会
議
員
当
選
後
、
地
元
消
防
団

に
市
議
の
ま
ま
入
団
し
た
理
由

も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
市
議
、

県
議
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災

に
向
き
合
い
ま
し
た
。

　過日、「県政アンケート調査（電話等）」を
厚木市内の住民を対象に実施致しました。
　ご協力頂きましたご意見については、予算
委員会審査等の参考と致します。
　これまでも電話や政策チラシ「月刊さとう」

「プレス民主号外」等を用いたアンケートを
定期的に行って参りました。
　今回の調査は２回行い、１回目の有効回答
件数は１７５１件でした。（２回目は集計中）
　多くの方々にご協力頂き、感謝致します。
　県政に対する御意見は、公式HPでも随時
受け付けています。御意見・御要望は、議会
を通じ、県政に反映させて頂きます。

　その他項目については、世論調査の分析を
行う加藤和磨氏にコメントを頂きました。
　一部を紹介します。「アンケート結果から
の分析と他地域との比較ですが、非常に佐藤
議員の活動が、厚木市において浸透している
と言えます。民主党支持層に加え、自民党の
支持層や支持政党なしの方からも、支持率が
比較的多くあります。また、女性人気も高い
と言えます。 特に民主党議員の場合、相対的
に女性支持が低い傾向がありますが、今回の
佐藤議員の調査では、支持率が高くあります。
　回答件数においても、他地域での同手法の
アンケートに比べ、２割以上多くあります。
　この点からも佐藤議員の活動が厚木市にて
浸透していると見られます。（加藤和磨氏）」

第一問：神奈川県の行政で何を積極的に
　　　　取り組むべきと思いますか？

医療・福祉サービス
の充実（761件）

産業の活性化と
雇用の充実（392件）

教育・子育て
環境の充実（265件）

行財政改革
（139件）

広域連合などの
積極的な導入
（16件）

地方分権の推進（35件） それ以外（143件）

「県政アンケート調査」結果

被
災
支
援
が
原
点

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

再
度
被
災
地
へ

津
波
被
害
支
援

ス
リ
ラ
ン
カ
へ

消
防
団
へ
入
団

恒
久
平
和
の
実
現

黒
岩
知
事
へ
要
請
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神奈川県議会議員
ともかず

さとう知一
sato-tomokazu.com

「現場主義」：毎朝行う街頭演説は、
通算1948日目。議会では常に対案
を示し、政策実現に努めています。

この記事はタウンニュース
厚木版2015年1月1日号
に掲載したものです。

写真で振り返る2014年 活動報告No.153

街頭アンケートを実施

日大藤沢高校同窓会

馬術大会

学生インターン受入れ

厚木市総合防災訓練

猿ヶ島硬式野球場完成

道路促進協議会合同視察

あつぎ鮎まつり・パレード

相模川灯篭流しの夕べシンガポール国立大学

民
主
党
県
議
団 

副
団
長　

 

さ
と
う  

知
一

政
治
へ
の
信
頼

厚
木
の
医
療
課
題

媚
び
な
い
政
治

現
場
主
義
を
貫
く

　

私
た
ち
議
員
は
情
報
公
開
と

説
明
責
任
を
果
た
し
、
信
頼
を

取
戻
す
謙
虚
で
真
面
目
な
活
動

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
30
代
40
代
の
知
事
や

市
長
、
女
性
首
長
も
日
本
で
は

多
く
誕
生
し
て
い
ま
す
。
私
達

世
代
も
県
議
会
を
リ
ー
ド
す
る

気
概
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
議
場
に
あ
っ
て

臆
す
る
こ
と
な
く
筋
を
通
し
て

発
言
し
「
媚
び
な
い
政
治
」
を

貫
い
て
参
り
ま
し
た
。

　

選
挙
で
選
ば
れ
た
政
治
家
が
、

全
体
を
見
渡
す
戦
略
眼
を
持
ち
、

自
ら
の
責
任
で
判
断
す
る
事
の

重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

　

失
敗
を
恐
れ
ず
、
政
策
実
現

を
第
一
に
副
団
長
と
し
て
厚
木

の
県
政
課
題
解
決
に
努
め
ま
す
。

　

政
治
に
対
す
る
「
信
頼
」
が

問
わ
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ

日
々
の
活
動
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

地
道
な
活
動
の
継
続
が
大
切

と
毎
日
の
活
動
報
告
を
ネ
ッ
ト

（
ブ
ロ
グ
）
で
公
開
し
続
け
て
、

13
年
半
、
毎
朝
駅
頭
や
交
差
点

に
て
行
う
議
会
報
告
も
通
算
で

１
９
４
８
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

厚
木
市
を
含
む
県
央
地
域
は

県
内
の
保
健
医
療
圏
で
唯
一
、

「
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
」
と
な
る

病
院
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

県
下
で
も
救
急
医
療
機
能
が

低
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
他
よ
り
早
い
速
度
で

高
齢
化
す
る
県
央
地
区
の
救
急

医
療
体
制
構
築
が
課
題
で
す
。

ブ
レ
な
い
政
治

神奈川県議会議員 ともかず

さとう知一
sato-tomokazu.com
Ｈ15 厚木市議初当選、Ｈ19 市議再選。
第61代 副議長等、要職を歴任。Ｈ23 
県会議員当選。慶応大学ＳＦＣ研究所
上席所員、早稲田大学大隈塾フェロー
この記事はタウンニュース厚木版
2014年12月12日号に掲載した
ものです。

2014年11月24日
ダイコン畑の前

活動報告151号

早稲田大学 大隈塾
田原総一朗（塾頭） 80歳祝い

常
に
対
案
を
示
す

民
主
党
県
議
団　

副
団
長　

 

さ
と
う  

知
一

社
会
保
障
と
福
祉

　

11
月
12
日
、
神
奈
川
県
社
会

福
祉
審
議
会
（
民
生
委
員
審
査
）

に
県
会
推
薦
委
員
と
し
て
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
県
の
社
会
保
障

施
策
の
要
と
な
る
役
職
で
す
。

　

様
々
な
理
由
で
生
活
に
困
窮

し
社
会
的
に
孤
立
す
る
リ
ス
ク

当
事
者
と
共
に

納
得
し
た
上
で
、
社
会
で
充
実

し
た
人
生
を
送
れ
る
」
こ
と
を

常
に
心
が
け
る
べ
き
で
す
。

　

障
害
者
福
祉
に
関
わ
る
一
人

と
し
て
、
し
っ
か
り
肝
に
銘
じ
、

県
議
会
で
頑
張
り
ま
す
。

次
の
県
議
会
へ

歴
代
最
年
少
・
最
少
当
選
回
数

（
二
期
）
で
、
副
議
長
に
就
任

さ
せ
て
頂
き
、
県
議
就
任
後
は

会
派
副
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

新
人
県
議
が
大
会
派
の
次
席

副
団
長
を
経
験
す
る
こ
と
は
、

極
め
て
稀
で
、
二
年
連
続
は
、

お
そ
ら
く
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
議
会
・
県
議
会
を
通
じ
、

役
職
に
恵
ま
れ
、
様
々
な
場
面

で
多
く
の
経
験
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
政
策
要
望

を
強
く
求
め
る
だ
け
で
な
く
、

常
に
対
案
を
示
し
、
政
策
実
現

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

政
策
重
視
を
貫
く

の
高
い
方
達
を
支
援
し
ま
す
。

　

私
自
身
も
知
的
障
害
を
持
つ

家
族
が
い
る
中
で
育
ち
ま
し
た
。

　

と
も
す
る
と
障
害
者
福
祉
は
、

家
族
の
意
向
ば
か
り
が
、
先
行

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
「
障
害
を
持
っ
た
当
事
者
が

　

佐
藤
知
一
は
「
早
稲
田
大
学

大
隈
塾
フ
ェ
ロ
ー
」「
慶
応
義
塾

大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
上
席
所
員

（
訪
問
）」
と
し
て
政
策
研
究
を

し
て
い
ま
す
。
早
稲
田
と
慶
応

が
誇
る
最
先
端
の
研
究
施
設
や

知
的
資
産
を
活
用
し
、
県
議
会

議
員
と
し
て
、
自
治
体
の
政
策

法
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
原
点
は
「
故
郷
・
厚
木

を
政
治
の
力
で
再
生
し
た
い
」

と
い
う
熱
い
思
い
で
す
。
厚
木

の
県
政
課
題
解
消
に
努
め
ま
す
。

　

厚
木
市
議
会
議
員
時
代
に
は

価
値
あ
る
未
来
を
創
る

民
主
党
県
議
団　

副
団
長　

 

さ
と
う  

知
一

通
算
１
５
０
号

　

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
議
会

活
動
報
告
の
投
稿
・
掲
載
は
、

政
治
を
志
し
た
時
か
ら
、
長
く

続
け
て
い
ま
す
。
市
議
時
代
は

年
6
回
、
県
議
就
任
後
は
隔
週

で
、
ご
掲
載
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
で
、
通
算
１
５
０
回
目

（
総
発
行
部
数
＝
７
７
５
万
部
）

と
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

県
会
は
国
会
や
身
近
な
市
会

と
比
べ
て
「
何
が
仕
事
な
の
か

判
り
難
く
認
識
さ
れ
に
く
い
」

こ
と
か
ら
「
中
二
階
」
と
揶
揄

さ
れ
ま
す
。
市
議
会
に
比
べ
て

積
極
的
に
発
信
し
な
い
議
員
も

多
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
時
代
か
ら
毎
朝
続
け
る

街
頭
演
説
も
本
日
で
１
９
３
２

日
（
実
数
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
グ
活
動
報
告
も
13
年
と

４
か
月
、
一
日
も
休
ま
ず
更
新

し
、
全
て
丸
ご
と
公
開
中
で
す
。

貫
く
「
雑
草
魂
」

　

私
は
、
世
襲
の
政
治
家
で
も

な
け
れ
ば
、
官
僚
や
公
務
員
の

出
身
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

高
卒
か
ら
海
外
経
験
を
し
た

私
は
、
調
理
師
の
仕
事
（
稼
業
）

を
し
な
が
ら
ス
リ
ラ
ン
カ
等
に

職
業
訓
練
校
を
建
て
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

を
組
織
し
ま
し
た
。
当
時
は
、

未
熟
な
英
語
を
駆
使
し
、
日
本

に
い
る
留
学
生
へ
の
支
援
活
動

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

30
歳
で
大
学
へ

　

そ
の
後
、
政
治
を
志
し
29
歳

で
初
め
て
大
学
受
験
に
挑
戦
し

30
歳
で
大
学
生
と
な
り
ま
し
た
。 　

大
学
三
年
生
時
に
厚
木
市
議

に
当
選
し
、
厚
木
市
初
の
学
生

議
員
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

も
歴
代
最
年
少
で
厚
木
市
議
会

副
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
議
員
年
金
の
廃
止

を
決
め
る
大
事
な
時
期
で
あ
り

得
難
い
経
験
を
し
ま
し
た
。

　

い
つ
の
時
代
で
も
「
社
会
を

変
え
る
の
は
若
い
力
」
で
す
。

今も現役消防団員
火災時も消火活動に出動

活動報告150号

21年前に受けた取材です
（1993年5月14日号）

神奈川県議会議員 ともかず

さとう知一
sato-tomokazu.com
Ｈ15 厚木市議初当選、Ｈ19 市議再選。
議運委員長、第61代 副議長等、要職を
歴任。Ｈ23 県議会議員当選。慶応大学
ＳＦＣ研究所上席所員（訪問）等兼任。
この記事はタウンニュース厚木版
2014年11月28日号に掲載した
ものです。

早朝街頭演説日数

ブログ更新日数

ツイッターフォロワー

タウンニュース掲載部数

タウンニュース活動報告掲載回数

献血回数

通算1932日（実数）

13年3ヶ月28日

11万8572人

通算775万0050部

通算150回

156回（16歳から継続中）

数字でみる佐藤知一
（2014年11月28日現在）

「
殺
処
分
ゼ
ロ
」

実
現

民
主
党
県
議
団 

副
団
長　

さ
と
う  

知
一

　

毎
年
、
鮎
ま
つ
り
花
火
大
会

で
は
、
地
元
消
防
団
員
と
し
て

警
戒
警
備
に
出
動
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
所
属
分
団
は
主
に
、
県

警
察
や
消
防
本
部
と
連
携
し
、

交
通
整
理
や
病
人
・
負
傷
者
の

担
架
搬
送
を
担
当
し
ま
す
。

　

私
た
ち
消
防
団
は
災
害
発
生

時
以
外
に
も
様
々
な
公
益
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
翌
朝
５
時

か
ら
、
河
川
敷
・
市
街
地
清
掃

活
動
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　

神
奈
川
県
は
、
平
成
25
年
度
、

県
動
物
保
護
セ
ン
タ
ー
に
収
容

さ
れ
た
犬
の
殺
処
分
数
ゼ
ロ
を

達
成
し
ま
し
た
。
県
動
物
保
護

セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
く
の
団
体

や
個
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

し
、
保
護
し
た
動
物
を
預
か
り
、

新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
譲
渡

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
の
協
働
を
積
極
的
に

推
進
し
、
ペ
ッ
ト
と
の
共
生
を

目
指
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

動
物
の
愛
護
と
適
切
な
管
理

（
危
害
や
迷
惑
の
防
止
等
）
を

定
め
る
改
正
動
物
愛
護
管
理
法

が
施
行
さ
れ
、
飼
い
主
の
終
生

飼
育
と
店
舗
等
販
売
時
の
対
面

説
明
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

動
物
愛
護
施
策
に
努
め
ま
す
。

あつぎ鮎まつり「パレード」あつぎ鮎まつり「パレード」

2014年8月2日
第68回 あつぎ鮎まつり
開会式挨拶・テープカット

2014年8月2日
第68回 あつぎ鮎まつり
開会式挨拶・テープカット

花
火
大
会
警
備

犬
の
殺
処
分
ゼ
ロ

動
物
愛
護
施
策

こ
の
記
事
は
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

厚
木
版
２
０
１
４
年
８
月
22
日

号
に
掲
載
し
た
も
の
で
す
。


